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広 報

世帯数 2,080戸
人 口 6,944人

男 3,344人
女 3,600人

出 生 男 2 女 2 計 4
死 亡 男 4 女 5 計 9

転 入 男 2 女 4 計 6
転 出 男 4 女 9 計13

（平成12年11月30日現在）

町 民 の 動 き

２００１

1
第３６７号

新世紀を担う子どもたち
子どもたちの笑顔のように21世紀の勝浦町も輝しい時代であることを願います

迎

春
平
成
十
三
年

元
旦



二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
の
年
頭

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
す

が
す
が
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
二
十
世
紀
は
二

度
に
わ
た
り
悲
惨
な
大
戦
を
経
験

し
、
そ
の
中
か
ら
人
命
の
尊
さ
と

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
身
を
も
っ

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
世
紀
が
、
全
人
類
に
と
っ
て
、

平
和
で
共
存
で
き
る
社
会
の
実
現

が
で
き
ま
す
こ
と
を
、
お
祈
り
い

た
す
次
第
で
す
。

さ
て
、
わ
が
郷
土
は
、
明
治
二

十
二
年
に
生
比
奈
村
が
、
大
正
十

五
年
に
は
横
瀬
町
が
誕
生
し
、
昭

和
三
十
年
三
月
に
横
瀬
町
・
生
比

奈
村
の
合
併
に
よ
り
、
勝
浦
町
の

誕
生
を
み
ま
し
た
。

勝
浦
町
制
後
の
歴
史
を
回
顧
い

た
し
ま
す
と

２

二
十
一
世
紀
の
到
来
に
際
し
て

勝浦町長

川 口 幸 一

昭
和
三
十
年
三
月

横
瀬
町
・
生
比
奈
村
の
合
併
に
よ
り
勝
浦
町
誕
生

九
月

坂
本
幼
稚
園
開
設

十
月

横
瀬
保
育
所
開
設

昭
和
三
十
一
年
三
月

地
方
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
る

十
一
月

沼
江
保
育
所
開
設

昭
和
三
十
四
年
四
月

坂
本
川
付
け
替
え
事
業
完
了

昭
和
三
十
七
年
三
月

社
会
体
育
館
完
成

昭
和
四
十
年
九
月

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

学
校
完
全
給
食
開
始

昭
和
四
十
一
年
三
月

地
方
財
政
再
建
完
了

昭
和
四
十
三
年
三
月

勝
浦
中
学
校
校
舎
完
成

昭
和
四
十
四
年
八
月

勝
浦
会
館
完
成

昭
和
四
十
五
年
五
月

勝
浦
町
役
場
新
庁
舎
完
成

九
月

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
四
十
七
年
四
月

農
業
セ
ン
タ
ー
完
成

小
松
島
勝
浦
地
区
隔
離
病
舎
組
合
設
立

昭
和
五
十
一
年
一
月

横
瀬
小
学
校
改
築
完
成

三
月

ご
み
焼
却
場
完
成

十
月

横
瀬
老
人
憩
い
の
家
完
成

昭
和
五
十
二
年
三
月

小
松
島
市
ほ
か
三
町
村
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場

「
し
ら
さ
ぎ
浄
園
」完
成

昭
和
五
十
三
年
六
月

県
道
徳
島
上
那
賀
線
生
名
バ
イ
パ
ス
供
用
開
始

十
月

沼
江
保
育
所
改
築
完
成

昭
和
五
十
六
年
二
月

異
常
低
温（
最
低
マ
イ
ナ
ス
十
一
度
）が
続
き
果
樹

（
か
ん
き
つ
類
）の
被
害
甚
大

三
月

勝
浦
中
央
橋
完
成

三
月

勝
浦
病
院
移
転
改
築
完
成

昭
和
五
十
七
年
一
月

救
急
患
者
輸
送
を
業
者
委
託
に
よ
り
業
務
開
始

三
月

教
育
集
会
所
完
成

三
月

農
村
婦
人
の
家
完
成

八
月

県
道
徳
島
上
那
賀
線
三
溪
バ
イ
パ
ス
開
通

昭
和
五
十
八
年
四
月

勝
浦
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
五
十
九
年
八
月

生
比
奈
小
学
校
改
築
完
成

昭
和
六
十
年
八
月

県
営
婆
羅
尾
林
道
完
成

十
一
月

町
の
花「
コ
ス
モ
ス
」
町
の
木「
み
か
ん
」決
定

昭
和
六
十
一
年
四
月

東
部
広
域
農
道
着
工

年頭の
あいさつ

昭
和
六
十
二
年
三
月

坂
本
旭
住
宅
完
成

昭
和
六
十
三
年
四
月

県
営
か
ん
排
施
設
通
水

六
月

坂
本
小
学
校
プ
ー
ル
落
成

平

成

元

年
三
月

勝
浦
町
新
総
合
振
興
計
画

四
月

中
山
住
宅
完
成

六
月

ふ
る
さ
と
創
生
事
業「
勝
浦
川
を
町
の
宝
に
」

八
月

前
川
キ
ャ
ン
プ
場
完
成

平

成

二

年
四
月

過
疎
地
域
に
指
定

八
月

勝
浦
町
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

十
二
月

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

十
二
月

坂
本
バ
イ
パ
ス
開
通

平

成

三

年
二
月

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
完
成

六
月

石
原
住
宅
完
成

平

成

四

年
四
月

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑
オ
ー
プ
ン

今
山
公
衆
ト
イ
レ
完
成

七
月

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
荘
オ
ー
プ
ン

平

成

五

年
四
月

南
岸
農
面
農
道
着
工

九
月

星
谷
運
動
公
園
完
成

十
月

勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成

十
月

第
四
十
八
回
国
民
体
育
大
会（
東
四
国
国
体
）

十
二
月

勝
浦
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

平

成

六

年
三
月

横
瀬
保
育
所
落
成

八
月

県
道
新
浜
勝
浦
線
中
山
バ
イ
パ
ス
完
成

平

成

七

年
八
月

勝
浦
中
学
校
大
規
模
改
修
完
了

平

成

八

年
二
月

沼
江
バ
イ
パ
ス
第
一
期
工
事
完
成

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
供
用
開
始

平

成

九

年
三
月

勝
浦
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

勝
浦
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

四
月

勝
浦
病
院
デ
イ
ケ
ア
施
設「
コ
ス
モ
ス
」完
成

平

成

十

年
三
月

生
比
奈
保
育
所
改
築
事
業
完
成

勝
浦
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
完
成

中
角
住
宅
完
成

星
谷
農
免
農
道
開
通

八
月

横
瀬
橋
開
通

平
成
十
一
年
三
月

地
域
系
防
災
無
線
施
設
完
成

四
月

横
瀬
・
坂
本
小
学
校
統
合

な
ど
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
多
く
の
事
業
等
が
完
遂
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ひ
と
え
に
先
人
の
郷
土
を
思
う
熱
い
心
と

ご
苦
労
の
賜
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

勝 浦 町 長
勝浦町議会議員一同

新年明けまして
おめでとうございます

平成13年元旦



３

共
に
歩
む
新
世
紀

勝
浦
町
議
会

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
町
民
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
新
春
を
こ
と
ほ
ぎ
、
あ
わ

せ
て
町
の
繁
栄
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ

と
は
、
ご
同
慶
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
町

議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
も
、
町
民
と
共
に
歩
む
議
会

と
し
て
、
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
近
隣
町
村
よ
り
い
ち
早
く
「
議

会
だ
よ
り
」
を
発
刊
し
、
満
三
年
を
迎

え
、
第
十
三
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
・
高
齢
化
、
行
財
政
改
革
、
市
町

村
合
併
な
ど
、
重
要
課
題
の
山
積
み
す

る
な
か
に
あ
っ
て
、
地
方
分
権
が
実
施

の
段
階
に
至
り
、
町
の
独
自
性
を
生
か

し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
出
来
る
限
り
の
情
報
を
提

供
し
、
ご
意
見
、
提
言
を
い
た
だ
き
、

連
帯
意
識
の
な
か
で
、
一
丸
と
な
っ
て
、

新
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の

勝
浦
町
を
創
造
す
る

国
は
、
平
成
十
二
年
十
月
十
九
日
の

経
済
対
策
閣
僚
会
議
に
お
い
て
景
気
の

自
律
的
回
復
軌
道
の
確
立
と
多
様
な
知

恵
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
未
来
型
社
会

へ
の
出
発
の
二
つ
を
目
的
と
し
た
、「
日

本
新
生
の
た
め
の
新
発
展
政
策
」
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
と
県
の
重
点
事
項
を
念
頭

に
お
き
な
が
ら
、
本
町
の
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
主
要
施
策
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、ま
ち
づ
く
り
の
体
制

行
財
政
改
革
の
推
進

地
方
分
権
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り

市
町
村
合
併
の
調
査
、
研
究

情
報
公
開
条
例
の
制
定

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進
事

業
の
実
施

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

差
別
の
な
い
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

二
、基
礎
的
条
件
を
整
え
る

交
通
体
系

①
県
道
徳
島
上
那
賀
線
柳
原
工
区
の

改
良

②
県
道
阿
南
勝
浦
線
（
沼
江
バ
イ
パ

ス
）
の
着
工

③
県
道
新
浜
勝
浦
線
の
改
良

④
町
道
の
改
良
、
舗
装

⑤
今
山
橋
架
替
え
工
事
の
完
成

⑥
県
営
事
業
の
推
進

⑦
そ
の
他
に
つ
い
て
も
平
成
十
二
年

度
同
様
の
事
業
計
画
に
よ
り
事
業

を
推
進
す
る
。

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進

三
、生
活
環
境
を
つ
く
る

一
般
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化

最
終
処
分
場
の
広
域
化

ご
み
資
源
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
の
推
進

四
、共
に
生
き
る
た
め
に

少
子
化
対
策

①
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
実

施
し
、
子
育
て
支
援
と
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
を
図
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
保
育
情
報

を
提
供
す
る
。

③
育
児
の
悩
み
や
不
安
の
解
消
を
図

る
た
め
、
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
つ
と
め
る
。

④
就
学
前
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

五
歳
児
の
単
独
ク
ラ
ス
を
生
比
奈
、

横
瀬
保
育
所
に
設
置
し
、
保
育
内

容
の
充
実
に
努
め
る
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
人

に
対
し
て
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
や
、

自
主
生
活
の
助
長
、
要
介
護
状
態
を

防
止
す
る
た
め
に
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
み
か
ん
の
郷
」

に
よ
り
日
常
動
作
訓
練
や
趣
味
活
動

に
よ
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
支
援
す
る
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
実
態
に

基
づ
い
た
医
療
・
保
険
・
福
祉
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す

る
。
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施

五
、活
力
あ
る
地
場
産
業
を
興
す

マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

戦
略
①「
よ
っ
て
ね
市
」で
の
体
制
強
化

②
貯
蔵
み
か
ん
を
中
心
と
し
た
マ
ー

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
強
化

「
通
い
容
器
」（
コ
ン
テ
ナ
）販
売
の

新
た
な
る
実
践
と
販
売
促
進
の
強

化
営
農
体
制
の
整
備
・
強
化

①
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
強
化

②
営
農
指
導
体
制
の
強
化

Ｊ
Ａ
・
普
及
所
・
町
と
の
連
携
の

も
と
に
、
指
導
員
を
増
や
し
な
が

ら
、
勝
浦
農
業
の
再
生
を
図
る
。

生
産
基
盤
の
強
化

商
工
観
光
政
策

①
都
市
と
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
直

販
・
通
販
の
組
織
の
強
化

②
や
す
ら
ぎ
の
交
流
空
間
整
備
事
業

に
よ
り
、
旧
坂
本
小
学
校
跡
地
利

用
を
含
め
て
、
そ
れ
ら
を
有
機
的

に
活
用
し
地
域
の
活
性
化
の
推
進
。

林
業
の
振
興

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
推
進

六
、心
豊
か
な
人
づ
く
り
と

生
活
文
化
を
高
め
る

生
涯
学
習
の
推
進

二
十
一
世
紀
は
人
権
の
世
紀
で
あ
り
、

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
は
な
お
一
層
人
権
学

習
を
推
進
す
る
。

勝
浦
の
文
化
を
守
り
育
て
る

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
革
命
の
飛
躍

的
推
進
を
は
か
る

「
Ｉ
Ｔ
普
及
国
民
運
動
」
の
展
開
を
通

じ
た
Ｉ
Ｔ
利
用
技
術
の
向
上
を
図
る

「
ゆ
と
り
」
の
中
で
「
生
き
る
力
」
を

育
て
る
た
め
に
二
〇
〇
二
年
度
か
ら

①
完
全
学
校
週
五
日
制
の
実
施

②「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の
新
設

③
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

④
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

⑤
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

⑥
情
報
教
育
の
充
実
（
パ
ソ
コ
ン
機

器
導
入
充
実
）

平
成
十
二
年
度
を
も
っ
て
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
勝
浦
町
新
総
合
計
画
と
平
成
十

二
年
に
策
定
し
ま
し
た
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、
新

た
な
発
展
の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体

を
と
り
ま
く
環
境
は
、
極
め
て
き
び
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
勝
浦

町
が
輝
か
し
い
町
へ
と
創
造
で
き
る
よ
う
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
な
お
の
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）（１）

（２）（３）（２）（１）（１）（２）

（３）（４）（１）（３） （２）（４）（５）（６）

（１）（２）（３）（４）（５）
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勝浦町内ならびに町出身のみなさん、新年あけま

しておめでとうございます。

昨年は、数年来の不況続きに加え、コンピュータ

ソフトの2000年問題が騒がれながら、一
いち

縷
る

の期待を

持って迎えたのですが、私ども小さな人間の営為と

は関係なく、北海道、伊豆諸島わけても三宅島から

中国地方まで各所の地震災害や、伊勢湾台風以来の

愛知県の大水害などに見舞われたほか、社会的には

17歳の事件が多発したり、また政治経済面でもいろ

いろのむずかしい問題が続きました。

こうした中で、私ども関東阿波かつうら会も、町

当局のご支援をいただきながら、第４回の総会のほ

か、郷里の勝浦町が連携を目指している千葉県勝浦

市のイベントに参加するなど、徐々にではあります

が、組織の増強と活性化を図りつつあります。

本年の干
え

支
と

の巳
み

（蛇）は、外形から見て必ずしも好

ましいものと思われませんが、万物が巳
すで

に盛りを極

めて実を結ぶ時期に移ること、まさに満月の如きも

のといわれています。昨年の龍後を受けて、本年は、

中国の孫
そん

子
し

の兵法にある「常
じょう

山
ざん

の蛇
だ

勢
せい

」のように、

四囲の状況判断のよろしきを得て、しぶとく困難な

事態に対応していけば首尾よく飛躍の千年につなげ

られると期待しています。

私どもの会も、第５周年に当たり、これにふさわ

しい企画を考えておりますので、何分のご協力をお

願いします。結びに当り、勝浦町への益々のご発展

と皆様方のご多幸を心からお祈り申し上げ、新年の

ごあいさつといたします。

新年あけましておめでとうございます。21世紀へ

の第一歩の年にあたり、勝浦町の皆様に新年のごあ

いさつを申し上げます。

新世紀へ踏み出しましたが、私達ふるさと会員の

大多数は、20世紀をまともに生きてきたように思い

ます。何といっても私達の心に残り拭い去ることの

できないのが、大東亜戦争と淡路・阪神大震災が大

きな出来事であったと思います。戦後は敗戦を抱き

しめ、驚異的な復興と経済成長を遂げ、現在の文明

社会を築いてきました。また淡路・阪神大震災は、

大都市神戸を壊滅的に破壊し、大地震の恐ろしさを

思い知らされました。20世紀は、戦争と和平、災害

と復興、繁栄と不況を経験した波乱の時代であった

と思います。

科学技術の発達による生活の豊かさは、公害問題、

環境汚染、地球温暖化等が新たな問題として、身近

に私達の日常生活の中に入り込んできております。

また、少子高齢化社会が進む中、高齢者福祉、教育

制度の改革等が大きな問題として、情報化の進む21

世紀へ共に背負っていくことになります。

ふるさと会員もそれぞれに高齢化が進んでおりま

すが、みんな元気に活動しております。できるだけ

会員の親睦の機会を多くするため、昨年は、ゴルフ、

釣り、囲碁、ハイキング等趣味の会を発足させまし

た。また、親睦行事としては、４月の淡路花博、５

月の定例総会・懇親会、７月の勝浦川あゆまつり参

加、10月は、京都時代祭と植物園見学を実施交流の

輪を広げました。今年もできる限り行事の回数を増

やし、沢山の方々が参加でき、親睦が図れるよう努

力したいと思っております。

今年は、巳年、お金が身（巳）に付く、実（巳）入り

が良くなると言われ、蛇は、金運、財運の神様でも

あります。21世紀への幕開けが、明るい兆しが見え

る景気回復の年となりますよう祈っております。

勝浦川の清流を南北の美しい山々で包み込んだふ

るさと勝浦町が福祉の町、みかんの町、コスモスの

町等々として輝き、夢ふくらむ町がますます発展さ

れますようお祈りいたしますと共に町民の皆様方の

ご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

関東・近畿ふるさと会から新年のごあいさつ

近畿かつうらふるさと会

会長 平 賀 正
関東阿波かつうら会

会長 福中 政 美



「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
七
年
四
月
一
日
に
改

正
さ
れ
、
市
町
村
行
政
の
広
域
化
の
要
請
に
対
処
し
、
市
町
村
の
自
主
的
な

合
併
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
年
十
二
月
十
八
日
に
は
、
同
法
律
に
つ
い
て
、
平
成
十

七
年
三
月
末
ま
で
の
合
併
に
限
り
市
制
施
行
の
た
め
の
人
口
要
件
を
四
万
人

以
上
（
原
則
五
万
人
以
上
）
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
十
一
年

七
月
十
六
日
に
は
、
住
民
発
議
制
度
や
財
政
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
改
正
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
を
よ
り
一
層
支
援
す
る
た
め
の

制
度
の
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
二
年
十
二
月
六
日
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
十
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
合
併
に
限
り
、
市
制
施
行
の
た
め
の
人
口
要
件
は
三
万

人
以
上
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
市
町
村
合
併
」を

考
え
る
Part 1

「市町村合併」って、
どんなこと？

一般に、市町村の合併は新設合併と編入合併に分かれ

ます。新設合併とは、いわゆる対等合併のことで、たと

えば、Ａ町、Ｂ町、Ｃ町を廃してその区域をもって新し

い町を設置することをいいます。

また、編入合併とは、Ｄ町を廃してその区域をＥ町に

編入することをいいます。

Ｅ 町

Ｅ 町 Ｄ 町

編入合併

新しい町

Ａ町 Ｂ町 Ｃ町

新設合併

合
併
特
例
法
の
概
要

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
関
係
の
市
町
村
や
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
が
十
分
に
尊
重

さ
れ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
合
併
特
例
法
の
趣
旨
と
し

て
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
を
推
進

す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
「
合

併
協
議
会
」
に
つ
い
て
、
有
権
者
の

五
十
分
の
一
以
上
の
署
名
に
よ
り
設

置
の
請
求
が
で
き
る
直
接
請
求
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
は
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
諸
経
費
の
節
約
が
可
能
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
、
合
併
直
後
は

新
し
い
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
た
め
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
合
併
後
の
市
町
村
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
行
財
政
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
、
特
例
的
な
財
政
支
援
措

置
が
創
設
、
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
合
併
に
対
す
る
助
言
や

情
報
提
供
等
を
市
町
村
に
対
し
て
行

う
責
務
が
、
国
と
都
道
府
県
に
あ
る

こ
と
を
明
示
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
て

市
町
村
相
互
間
の
必
要
な
調
整
を
行

う
責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

い
う
ま
で
も
な
く
、
市
町
村
の
合

併
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民
の

皆
さ
ん
の
総
意
に
基
づ
い
て
自
主
的

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
行
政
需

要
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
行
財
政
基

盤
の
整
備
を
図
る
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
皆
さ
ん
も
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
で
の
取
り
組
み

勝
浦
町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
先
に

合
併
あ
り
き
」
で
は
な
く
、
わ
が
ま
ち

の
現
状
か
ら
出
発
し
て
、
安
心
し
て

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
、

職
員
で
構
成
す
る
合
併
研
究
委
員
会

や
、
議
会
の
市
町
村
合
併
調
査
研
究

会
（
十
二
月
議
会
議
決
後
は
、
市
町

村
合
併
調
査
特
別
委
員
会
）
に
お
い

て
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
等
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

自
主
的
な

市
町
村
合
併
の
推
進

住
民
発
議
制
度
の
創
設

財
政
面
で
の
支
援

国
や
都
道
府
県
の

役
割
の
明
示

５
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年
末
年
始
の
交
通
安
全
県

民
運
動
（
平
成
十
二
年
十
二

月
十
日
か
ら
平
成
十
三
年
一

月
十
日
）
を
前
に
、
十
二
月

一
日
の
早
朝
、
横
瀬
橋
西
詰

で
、
勝
浦
町
交
通
安
全
協
会

の
会
員
と
駐
在
所
の
方
々
協

力
の
も
と
、
街
頭
啓
発
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
民
の
み
な
さ
ん
、

本
年
も
無
事
故
で
、
笑
顔
の

毎
日
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
交

通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（勝浦タイガース） 島 孝 文 ２－2409
連絡先
（生比奈クラブ） 近 藤 茂 芳 ２－3072

部員を募集しています

十
一
月
二
十
七
日
、
二
十

八
日
の
二
日
間
、
勝
浦
中
学

校
体
育
館
で
十
六
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
地
区
対
抗
ふ
れ
あ

い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
九
人
制
の
男
女

ミ
ッ
ク
ス
で
行
わ
れ
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
、
幅
広
い

参
加
が
あ
り
好
評
で
し
た
。

一
回
戦
か
ら
好
試
合
の
連

続
で
、
決
勝
は
与
川
内
対
生

名
の
対
戦
と
な
り
二
セ
ッ
ト

を
連
取
し
た
与
川
内
が
優
勝

し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
沼
江･

石
原

②

星

谷

③

横
瀬
Ｂ

④

坂

本

⑤

中

山

⑥

与
川
内

⑦

専
門
Ｂ

⑧

山
西
掛

⑨

生

名

⑩

中

角

⑪

専
門
Ａ

⑫

横
瀬
Ａ

⑬

久

国

⑭

棚

野

⑮

今

山

⑯

黒

岩

与川内

地区対抗ふれあい
ソフトバレーボール大会

優勝 与川内チーム

11
月
27･

28
日

11月19日より３日間行われた勝浦郡

少年野球大会「みかん大会」で勝浦タ

イガースが準優勝しました。
県下選抜で28チームが参加、熱戦が

展開され、上勝やまびこチーム、生比

奈クラブもベスト８入りするなど、大

健闘しました。

勝浦タイガースは、1回戦７－０、

２回戦３－１、準々決勝８－６、準決

勝13－５と順調に勝ち進みました。決

勝では残念ながら４－22と大差で敗れ

たものの、最後まであきらめず、元気

いっぱいのプレーを見せてくれました。
子どもたちは、「次は絶対優勝!!」
と日々練習にはげんでいます。ぜひ

応援してください。
11月19日

～21日

勝
浦
郡
少
年
野
球
大
会
「
み
か
ん
大
会
」

「交通安全」それはみんなの心がけ

勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス

準
優
勝

スポーツ交流大会 ソフトボールの部

第３位 中 山 裕 博さん

11月３日から６日に開催された「ねんりんピック2000大阪」のスポー

ツ交流大会ソフトボールの部に、徳島県代表チーム「眉山クラブ｣の

捕手として、星谷の中山裕博さんが出場され、第３位となられました。

心からお慶び申し上げます。

また、平成15年に徳島県で開催されるねんりんピック2003での活

躍も期待できます。

これからも、がんばってください。

ねんりんピック
2000大阪
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「
受
け
身
の
給
食
」
か
ら
「
積
極
的
に
参
加
す
る
給
食
」
へ
を

目
指
し
、
あ
わ
せ
て
学
校
生
活
の
思
い
出
づ
く
り
の
一
コ
マ
と
し

て
、
十
一
月
二
十
九
日

に
生
比
奈
小
学
校
六
年
生
（
三
十
二
人
）

を
対
象
に
本
町
初
の
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
了
承
を
い
た
だ
き
計
画
し

た
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
の
ね
ら
い
は
『
①
自
己
健
康
管
理
の
で
き

る
食
事
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
。
②
成
人
病
予

備
群
と
い
わ
れ
る
児
童
が
増
え
て
い
る
昨
今
、
児
童
に
正
し
い
食

事
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
③
与
え
ら
れ
た
食
事
を
食
べ
る

だ
け
で
な
く
、
児
童
に
選
択
す
る
機
会
を
与
え
る
。
』
で
す
。

そ
こ
で
、
次
の
内
容
の
事
前
指
導
を
早
川
学
校
栄
養
職
員
が
行

い
ま
し
た
。「
好
き
な
も
の
を
取
っ
て
も
良
い
が
、
嫌
い
な
も
の
も

栄
養
を
考
え
て
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。
」「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
端
か
ら
取
る
。
か
き
混
ぜ
た
り
し
な
い
」「
後
の
人
の
こ

と
を
考
え
て
食
べ
ら
れ
る
量
を
取
る
。
お
代
わ
り
を
し
て
も
良
い
。」

当
日
は
、
校
長
先
生
・
教
頭
先
生
・
事
務
や
養
護
の
先
生
そ
し
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員
も
参
加
し
て
楽
し
い
給
食
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
所
の
給
食
が
休
み
の
日
を
選
ん
だ
と
は
い
え
、
生
小
の
他
の

学
年
と
横
小
・
勝
中
の
普
通
給
食
を
作
り
な
が
ら
、
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
を
作
っ
た
の
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
児
童
生
徒
に
目
を
向

け
た
給
食
を
、
誰
の
た
め
の
給
食
か
を
考
え
て
」
と
栄
養
士
や
調
理

員
が
生
小
の
先
生
と
連
携
し
て
プ
ラ
ス
思
考
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
は
、
横
小
・
勝
中
で
も
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
実
施
で
き
る

よ
う
に
、
学
校
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

笹
山
）

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
実
施

今日の献立

主 食 おにぎり 日本そば
ナ ン フライドポテト

主 菜 エビフライ ゆで卵
紅ザケ焼き 焼 肉
カレーシチュー

副 菜 お浸し 金平ごぼう
サラダ

果 物 りんご キウイ かき
メロン みかん

デザート プチストロベリーケーキ
プチチョコレートケーキ

飲み物 牛 乳

バイキング料理について

バイキングとは、８世紀

から11世紀の前半にかけて

スカンジナビアから海洋を

渡って、ヨーロッパ各地に

侵入した北ゲルマン民族の

ことで、その民族が行って

いた食事の形態を現在、バ

イキング料理（海賊料理）

と呼んでいます。

一度に多種類の料理を一

ヶ所にならべ、各自が好み

の料理を取って食べる方法

は、海賊の荒食いとも「前

菜風雑種料理」ともいえま

す。」

21世紀への門出を寿
ことほ

ぎ、謹んで新年のお祝いを申しあげます
勝浦町花嫁花婿相談委員会（愛称：勝浦ロマンの会）

会長 坪 井 一

前途洋々。輝かしい21世紀の幕開けです。日ごろから結婚促進を願い、
とりわけ適齢期の皆様、結婚を願望されている方々は、“またとないチャ

ンス”と張り切っておられる事と思います。

思うに、人生はロマンに満ちたものです。「運・縁・出会い」。この不思議

なえにしに挑戦してみませんか。運も縁もツキもみんな呼び込むものです。
一昨年、「勝浦町花嫁花婿相談委員会」に「勝浦ロマンの会」という愛

称ができました。相談員さんも希望に燃え、“地の果でも飛んで行く”と

張り切っています。「遠慮は損慮」です。気安く一声掛けてください。

念ずれば花開くのです。「人生、いの一番は結婚です」やって見ましょう。
○相談員さんはつぎの方々です。相談にご活用ください。

○専門相談員の開く相談会を火曜と木曜の２日間、福祉センターで行っ

ています。情報も多く取り揃えていますので積極的にご活用ください。

○結婚情報のご提供もお待ちしております。各地区の相談員にご一報

ください。

地 区 氏 名 電話番号 地 区 氏 名 電話番号

会 長 坪井 一 2-2494 黒 岩 岸岡 幸子 2-2487

副会長 森川 福市 2-3550 星 谷 木尾 文一 2-4052

顧 問 谷 敏治 2-2115 久 国 久保 肇子 2-2411

顧 問 今岡 重幸 2-3463 棚 野 山野 光子 2-3437

沼江･石原 鈴木 鹿子 2-4718 中 山 栗城 初江 2-2829

掛 谷 野上伊佐子 2-3534 横 瀬 定作ミサコ 2-2052

山 西 武 市 卓 雄 2-3814 横 瀬 稲井 稔 2-2189

中 角 鈴木キヨ子 2-2660 与川内 山田 耕造 2-2120

生 名 高木三知雄 2-2921 坂 本 稼勢紗枝子 2-3866

今 山 大久保和子 2-2912 坂本･生名 河野 敬三 2-4848

事務局連絡先 福良 健 ２－3191
勝浦町大字生名字東11 〒771-4303

平成12年度勝浦町花嫁花婿相談委員会委員名簿
市外局番（08854）（敬称略）

（水）
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阿

部

輝

彦

安

東

裕

美

石

尾

加
央
里

泉

原

歓

夫

市

原

賦

之

井

出

幸

二

稲

岡

泰

子

井

村

聡

子

上

西

昇

大

川

理

大

谷

貴

行

大

西

理

子

岡

本

昇

三

岡

本

教

生

岡

本

昌

士

押

栗

良

美

尾

下

裕

規

海

川

扶
美
子

開

船

麻

子

柿

昌

典

金

児

高

弘

神

子

稔

邦

上
白
川

哲

也

河

内

美

佐

川

原

瞳

寒

山

大

輔

寒

山

誠

倉

坪

有
美
子

倉

橋

直

美

小

坂

武

嗣

近

藤

元

気

近

藤

貴

文

後

藤

学

齋

藤

い
ず
み

坂

口

友

美

作

本

知

徳

蔀

貴

行

柴

田

義

朗

島

諭

史

清

水

和

美

清

水

俊

秀

生

家

幸

枝

武

田

省

吾

立

石

久

美

田

中

安

紀

田

中

真

司

谷

知

代

谷

美

香

谷

端

圭

輔

陳

楓

土

山

靖

生

堤

元

秀

積

山

和

幸

寺

尾

勝

美

登

木

由

希

中

川

恭

子

中

西

洋

志

中

西

真
知
子

中

原

浩

貴

新

居

真
由
美

西

芳

伸

西

角

大

介

西

角

裕

希

西

谷

春

美

西

谷

浩

明

西

健

西

山

叔

子

野

上

和

宏

野

上

賀

代

野

口

志

宣

橋

本

智

子

花

岡

宏

平

花

岡

幸

子

樋

本

恭

朗

平

岡

貴

志

松

千

花

安

真

実

福

岡

富
貴
人

福

野

智

之

福

山

恭

子

甫

坂

聡

美

堀

あ
ゆ
み

前

田

亜

紀

前

田

敏

邦

前

野

豊

広

溝

内

恵

子

三

谷

明

香

宮

床

博

史

宮

本

江
美
子

宮

本

奈

央

森

上

雄

三

森

野

光

樹

藪

慎
一
郎

山

路

正

浩

山

平

和

也

山

本

善

久

吉

田

裕

史

野

絵
美
子

野

智

子

劉

曉

丹

渡

磨

哉

以
上

一
〇
一
名

男

五
五
人

女

四
六
人

日
時

一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

開
式

午
前
十
時
か
ら

場
所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
三
溪

二
―
三
三
〇
〇

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

勝浦中学校卒業アルバムより

成人式を迎えられる皆さん

おめでとうございます

（火）
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国
民
年
金

だ
よ
り成人式を迎えられたみなさん、おめでとうございます。

20歳になるとできることがいろいろありますが、同時にやらなければならないこともあり

ますよ。「国民年金に加入する」こともそのひとつです。国民年金に加入して保険料を納める

こと。それは大人になるための切符です。

20歳で加入
日本国内に住む人は20歳になったら、全員国民年金に加入します。お住まいの市町村役

場の国民年金係で手続きをします。

厚生年金保険や共済組合に加入済みの方は、新たに届出の必要はありません。

保険料は？
平成12年度の保険料は月13,300円です。役場の窓口や、指定の金融機関で納めます。

納めるのが困難な時は、保険料の免除制度があります。

まだ先のこと？
国民年金は、原則65歳から受給しますが、病気やけがで障害者になった時

には『障害基礎年金』が、また不幸にも若くして死亡された場合には扶養さ

れていた妻や子に『遺族基礎年金』が支給されます。（いずれの場合も一定の

条件を満たす必要があります。） 住民課国民年金係（ ２－1501）

成
人
を
迎
え
て

二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の

年
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
、
考
え
た
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
ま
で
夢
で
し
か
な

か
っ
た
も
の
を
、
実
現
す
べ
き

年
齢
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
の
行
動
に
対
す
る
責

任
感
を
持
ち
、
豊
か
な
知
識
を

吸
収
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
必

要
で
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
、
本

当
の
意
味
で
の
大
き
な
人
、
大

人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
ま
で
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
両
親
を
は
じ
め
、

家
族
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
始
ま
り

今
こ
こ
に
私
が
、
二
十
歳
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

両
親
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家

族
や
今
ま
で
に
出
会
っ
て
き
た

人
々
と
の
ふ
れ
合
い
に
よ
っ
て

成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
時
「
早
く
二
十
歳

は

た

ち

が

こ
な
い
か
な
。」
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
今
私
は
、
自
炊
し
な

が
ら
一
社
会
人
と
し
て
歩
み
出

し
て
い
ま
す
。
生
活
し
て
い
く

大
変
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て

い
る
と
同
時
に
、
一
つ
一
つ
の

行
動
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ス
タ
ー
ト
に
立
っ
た
ば

か
り
で
す
。
新
し
い
こ
と
に
も

挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

一
九
八
〇
年
に
こ
の
世
に
生

ま
れ
、
二
十
一
世
紀
の
最
初
の

年
に
、
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

二
十
歳
と
い
え
ば
「
大
人
」

と
私
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
迎
え
て
み
る
と
、
あ
ま

り
今
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
「
ま
だ
自
分
は
学

生
だ
。」
と
い
う
甘
い
気
持
ち
が

あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と

を
機
会
に
、
今
ま
で
の
甘
え
を
な

く
し
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ

て
、
大
人
ら
し
い
行
動
が
取
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て

自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を
十

分
に
発
揮
し
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
多
く
の
迷
惑
や
心
配

を
か
け
て
き
た
両
親
を
は
じ
め
、

家
族
や
恩
人
に
心
か
ら
感
謝
し
、

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
一

生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

横 瀬

安真 実

与川内

押 栗良 美

今

山田
中
真
司

情報アラカルト

国民年金の
マスコット
「ネッキー」
デース
よろしくね!

20歳のみなさん おめでとうございます
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力
強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
柿
原
主
将

新
春
の
阿
波
路
に
健
脚
を
競
う
恒
例
の

徳
島
駅
伝
大
会
も
数
々
の
ド
ラ
マ
を
生
み

出
し
な
が
ら
、
四
十
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
日
が
鷲
敷
コ
ー
ス
と
な
り
、

四
十
二
区
間
二
七
二･

四
㎞
で
十
三
郡
市

が
競
い
ま
す
。

勝
浦
郡
チ
ー
ム
は
、
一
年
を
通
し
て
毎

週
火
・
木
曜
日
の
ナ
イ
タ
ー
練
習
を
始
め

と
し
、
十
月
か
ら
は
毎
週
日
曜
日
に
も
練

習
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
年
末
三
日
間
の

合
同
練
習
、
十
二
月
十
六
・
十
七
日
の
強

化
合
宿
を
経
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
選
手
団
へ
の
温
か

い
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選
手
団
役
員
の
方
（
一
部
）
と
、

町
内
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
団

長
〕

川
口
幸
一
（
勝
浦
郡
町
村
会
長
〈
勝
浦
町
長
〉）

〔
副
団
長
〕

山
田
良
男
（
上
勝
町
長
）

岡
本
富
治
（
徳
島
県
議
会
議
員
）

多
田
和
幸
（
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会

後
援
会
上
勝
支
部
長
）

石
木
正
一
（
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
長
）

〔
総
監
督
〕

立
石
竹
夫
（
自
営
業
）

〔
監
督
兼
選
手
〕

谷

寛
樹
（
㈱
ナ
カ
テ
ツ
）

〔
コ
ー
チ
兼
選
手
〕

山
平
里
美
（
阿
南
共
栄
病
院
）

石
田
早
人
（
生
比
奈
小
学
校
教
諭
）

〔
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
選
手
〕

石
木
正
昭
（
勝
浦
町
役
場
）

〔
主

将
〕

柿
原
昌
典
（
日
亜
化
学
工
業
㈱
）

〔
選

手
〕

押
栗
義
衛
（
㈱
ナ
カ
テ
ツ
）

駒
津
普
司
（
日
本
ケ
ミ
コ
ン
）

猪
谷
友
之
（
イ
カ
リ
商
事
）

山
平
和
也
（
川
崎
重
工
㈱
）

藤
木
浩
史
（
川
崎
重
工
㈱
）

市
原

誠
（
徳
島
県
農
業
大
学
校
一
年
）

畠
田
康
弘
（
徳
島
東
工
業
高
校
三
年
）

藤
木
貴
至
（
勝
浦
高
校
三
年
）

畠
田
浩
二
（
小
松
島
西
高
校
二
年
）

木
原
佑
介
（
小
松
島
西
高
校
一
年
）

岡
本
順
示
（
小
松
島
高
校
一
年
）

大
谷
裕
史
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

鈴
木
勝
仁
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

古
田
祐
樹
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

東
山
圭
佑
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

横
尾
雅
仁
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

坂
口
裕
介
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

加
藤
将
平
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

瀧
花
陽
平
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

増
田
俊
英
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

藤
木
千
恵
美
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

押
栗
佑
香
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

美
馬
良
美
（
勝
浦
中
学
校
三
年
）

美
馬
宏
美
（
勝
浦
中
学
校
二
年
）

久
保
沙
央
理
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

山
本
友
紀
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

谷
尻
奈
菜
子
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

中
西
景
子
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

新
居
里
紀
（
勝
浦
中
学
校
一
年
）

練習に励む選手団

かしら～中!!勝
浦
町
消
防
出
初
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時

平
成
十
三
年
一
月
七
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

町
民
の
生
命
と

財
産
を
災
害
か
ら

防
ぐ
消
防
団
の
勇

壮
な
出
初
式
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

勝
浦
町
消
防
出
初
式

一
月
七
日

第47回 徳島駅伝大会
1月4日～6日（3日間）

（日）

（日）



次
の
と
お
り
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

リ
ハ
ビ
リ
補
助
職
員

一
名

募
集
期
間

平
成
十
三
年
一
月
四
日

か
ら

一
月
十
五
日

ま
で

年

齢

二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で

採
用
予
定
年
月
日

平
成
十
三
年
四
月
一
日
予
定

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

選
考
方
法

勝
浦
病
院
に
て
面
接
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

書
類
提
出
先
及
び
連
絡
先

勝
浦
町
大
字
棚
野
字
竹
国
十
三
番
地
の
二

勝
浦
病
院
（

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
五
五
）

小
学
校
で
の
授
業
を
終
え
た
児

童
が
、
安
全
で
健
全
な
放
課
後
生

活
を
送
り
、
心
も
か
ら
だ
も
健
康

で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
生
比

奈
小
学
校
区
に
「
生
比
奈
小
学
校

学
童
ク
ラ
ブ
」
横
瀬
小
学
校
区
に

「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」
で
、
そ
れ

ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
と
と
も
に
、
み
ん
な
で

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
外
で
遊
ん
だ

り
し
て
（
宿
題
も
し
て
い
ま
す
。）、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
と
生
活
を
す
る

力
を
身
に
つ
け
、
生
き
生
き
と
し

た
放
課
後
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
、
家
に
帰
っ
て
誰
も
い

な
い
子
ど
も
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

家
に
誰
か
い
る
家
庭
の
子
ど
も
さ

ん
も
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
な
か
よ

く
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？保
育
料
・
保
育
時
間
等
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な

お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
直
接
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
町
役
場
福
祉
課
児

童
福
祉
係
（

二
―
一
五
〇
二
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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生比奈児童クラブ

学童内での生活

下校、宿題、自由遊び、おやつ、片付け、帰宅

学童毎月行事

お手玉教室……３名様のボランティアティーチャーをお迎

えして第１、第３土曜日。場所は学童内、

時間はＰＭ２:00～ＰＭ３:00自由参加です。

お誕生会、クリスマス会など季節毎に行事を行います。

保育時間

平 日……ＰＭ１:00～ＰＭ６:00

土 曜 日……ＡＭ10:00～ＰＭ６:00

１日保育……ＡＭ８:00～ＰＭ６:00

保育料について

入 会 金……6,000円

学童共済保険……2,000円

閉 所 日

祝祭日、盆、日曜日、年末年始、第２・４土曜日

申し込み先

生比奈学童クラブ事務局（ 090―7783―0247）

１日の生活の流れ

下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅（迎え）

体力づくり、読み聞かせ、クッキングなど

保育時間、休日について

平日と第１・３土曜日……下校時から午後６時30分まで

第２･４土曜日、代休、春･夏･冬休み……午前８時15分から午後６時30分まで

休 日……日曜・祝祭日・お盆（８月
12日から15日）・年末年始

（12月月29日から１月３日）

保育料について

入 所 金……ひとりにつき3,000円です。

申し込みについて

申込書配布と提出……“横瀬老人憩いの家”内たけのこクラブ

時 間 帯……平日は、午後１時から午後６時まで

第２と第４土曜日は、午前９時から

午後６時まで

申し込み先 たけのこクラブ事務局（ ２－2055）

たけのこクラブ

１ヶ月あたりの
保 育 料

同時に入所している
第２子以降の児童

常
時
保
育
の
場
合

平 常 保 育
５、６、９、10、11、２月 6,500円 5,500円

長期休暇を含んでいる月
４、７、12、１、３月

7,500円 6,500円

長 期 休 暇 の 月
８ 月

10,000円 8,000円

長期休暇だけの場合 夏休み７月 4,000円 ８月 12,000円
冬休み 4,000円 春休み 6,000円

新
一
年
生
大
歓
迎

学
童
ク
ラ
ブ
員

募
集
中
!!

１ヶ月あたりの保育料

平 常 保 育 ５、６、９、10、11、２月 5,000円

長期休暇を含む月 ４、７、12．１、３月 6,000円

長期休暇月 ８月 10,000円

臨時一時預かり
土曜日や臨時休校日に
１日単位で子どもたち
をお預かりします。

１日につき
700円

（月）（木）



徳
島
県
臨
時
的
任
用
職
員

選
考
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

平成13年度
県
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
度
に
臨

時
的
な
業
務
（
一
般
的
な
事
務
・
技
術
補
助
業
務
）

に
従
事
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
選
考
試
験
を
、

こ
の
案
内
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

年
齢
制
限

原
則
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

日

時

平
成
十
三
年
二
月
四
日

開

場

八
時
四
十
五
分

試
験
時
間

九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で

場

所

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

徳
島
市
南
常
三
島
町
一
丁
目
一
番
地

試
験
方
法

臨
時
的
任
用
職
員
と
し
て
必
要
な
一

般
教
養
に
つ
い
て
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
択

一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
手
続

受
験
希
望
の
方
は
、
市
販
の
履
歴
書

一
通
（
写
真
貼
付
の
も
の
）
及
び
、
宛
先
を
記

入
し
た
返
信
用
封
筒
（
八
十
円
切
手
を
貼
付
し

た
も
の
）
を
、
平
成
十
三
年
一
月
二
十
四
日

ま
で
に
徳
島
県
総
務
部
人
事
課
あ
て
に
郵
送
す

る
か
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
返
信
用
封
筒
は
受
験
番
号
等
を
記
し

た
文
書
を
送
付
す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。（
持

参
の
場
合
、
返
信
用
封
筒
不
要
）

折
り
返
し
、
受
験
番
号
等
を
記
し
た
文
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
月
三
十
一
日

ま

で
に
文
書
が
到
着
し
な
い
場
合
は
、
電
話
で
人

事
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

任
用
期
間

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
一
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
必
要
な
期
間
と
さ
れ
て
お
り
、

原
則
と
し
て
最
長
期
の
場
合
で
も
平
成
十
四
年

三
月
三
十
一
日
限
り
で
終
了
し
ま
す
。

履
歴
書
郵
送
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
総
務
部
人
事
課
人
事
係

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
〇
四
二

バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車
な
ど
に

か
か
る
軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
使
用
し
て
い

な
い
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
、
今
後
ず
っ
と
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、
譲
っ
た
り

し
て
も
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
同
様
の
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
届

出
を
し
て
い
な
い
人
、
ま
た
住
所
を
変
更
し

た
人
は
、
三
月
三
十
日

ま
で
に
次
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

毎
週
木
曜
日
生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、
園
庭
）

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

お
子
様
の

健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て

共
に
楽
し
く

子
育
て
を
し

ま
し
ょ
う
。

今
年
も
た

く
さ
ん
の
方

の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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お

知

ら

せ

税務課

廃
車･
名
義
変
更
は

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
!

○ 原動機付自転車（125cc以下のバイク）

町役場税務課

（ ２－１５０３）

○ 二輪の小型自動車（125cc以上のオートバイ）

四国運輸局徳島陸運支局

（ ０８８－６４１－４８１２）

○ 軽自動車

徳島県軽自動車協会

（ ０８８－６４１－２０１０）

一
月
の
予
定

25日 18日 11日

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
一
月
生
ま
れ
の
誕
生
会（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
製
作（
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
お
正
月
遊
び（
コ
マ･

す
ご
ろ
く･

パ
ズ
ル･

カ
ル
タ
）

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
!

お
家
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展

二
十
一
世
紀
大
賞
な
ど
選
ぶ

新
春
を
飾
る
夢
く
ら
べ
書
道
展
（
出

品
作
品
二
百
三
十
点
）
は
第
五
回
を
迎

え
、
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
作
品
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
作
品
は
、
大
宮
八
幡
神
社
、
阿
波

銀
行
勝
浦
支
店
、
徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
、

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦
支
所
、
勝
浦
郵

便
局
の
各
協
賛
会
場
へ
展
示
し
ま
す
。

特
別
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

二
十
一
世
紀
大
賞

横
瀬
小
五
年

細
谷
朋
未

文
理
中
三
年

石
倉
奈
央
子

一
般
棚
野

湯
浅
弘
子

特

別

賞

生
比
奈
小
一
年

山
丸
き
ょ
う
か

横
瀬
小
二
年

戸
田
し
ょ
う
た

生
比
奈
小
三
年

中
西
み
ゆ
き

横
瀬
小
四
年

岩
佐
朋
佳

横
瀬
小
五
年

市
川
裕
美
子

生
比
奈
小
六
年

柳
澤
輝
実

勝
浦
中
一
年

山
西
真
菜

勝
浦
中
二
年

稼
勢
千
尋

勝
浦
中
三
年

中
野
雄
太

勝
浦
高
校
三
年

西
山
和
美

一
般
沼
江

駒
津
夏
枝

優

秀

賞

四
十
八
名

主
催

新
春
書
道
展
実
行
委
員
会

阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

（金）

（水）

（日）

（水）

（木） （木） （木）
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私
も
も
う
中
学
三
年
生
と
な
り
、

社
会
の
時
間
の
公
民
で
「
税
金
」
に

つ
い
て
し
ば
し
ば
勉
強
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
中
学
生
だ
っ

た
ら
「
税
金
と
い
え
ば
消
費
税
」
と

い
う
考
え
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
考
え
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
「
税
金
」
に
つ
い

て
勉
強
し
始
め
て
か
ら
、
少
し
興
味

を
持
つ
よ
う
な
り
ま
し
た
。
よ
く
考

え
て
み
る
と
、
父
や
母
が
一
生
懸
命

働
い
て
お
給
料
と
し
て
も
ら
っ
て
い

る
お
金
の
中
か
ら
も
税
金
が
引
き
出

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
こ
の
機

会
に
税
金
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番

身
近
な
の
が
消
費
税
で
す
。
こ
れ
は

私
た
ち
が
小
さ
い
頃
か
ら
は
ら
っ
て

い
る
税
金
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
も

う
一
つ
は
私
た
ち
が
毎
日
通
っ
て
い

る
学
校
で
す
。
校
舎
の
修
理
や
、
机

い
す
を
買
っ
た
り
、
教
科
書
や
実
験

器
具
を
そ
ろ
え
た
り
と
、
税
金
は
私

た
ち
の
身
の
周
り
で
と
て
も
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
お
年
寄
り

や
身
体
の
不
自
由
な
方
々
の
た
め
に
、

公
共
の
施
設
に
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
、

車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
お
手
洗
い

な
ど
、
た
く
さ
ん
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

税
金
の
お
か
げ
で
毎
日
気
持
ち
よ
く
、

快
適
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
私
た
ち
は
税
金
に
支
え
ら

れ
て
生
活
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
不
安
な
点
も
あ
り
ま
す
。

最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
吉
野
川
第

十
堰
や
、
道
路
、
ダ
ム
建
設
な
ど
で

す
。
百
年
に
た
っ
た
一
度
起
こ
る
洪

水
の
た
め
に
、
莫
大
な
お
金
を
か
け

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
お
金
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
森
や
川
に
人
間
が
手

を
入
れ
れ
ば
美
し
い
自
然
を
破
壊
し
、

ま
た
動
物
た
ち
の
生
き
て
行
く
場
所

を
う
ば
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

数
少
な
く
な
っ
て
き
た
美
し
い
自
然

を
大
切
に
し
、
も
っ
と
有
意
義
な
税

金
の
使
い
方
を
す
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
将
来
的
に
不
安
な
の
が
、
日

本
は
莫
大
な
借
金
を
抱
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
っ
た
一
秒
の
間
に
も

何
百
万
も
の
利
子
が
つ
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
借
金

を
抱
え
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
国
を

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政

治
家
た
ち
が
、
会
議
や
接
待
な
ど
で

何
十
万
と
も
い
わ
な
い
税
金
を
使
い

込
ん
で
い
る
と
聞
い
て
、
と
て
も
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
一
生
懸
命
働
い
て
い
る

ひ
と
た
ち
の
お
金
が
こ
ん
な
に
も
無

駄
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
と
知
っ

て
、
本
当
に
悔
し
く
思
い
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
今
、
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
も
っ

と
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
将
来
を
支
え
て
い
く
次
の
世

代
の
た
め
に
も
、
今
の
現
状
を
少
し

ず
つ
で
も
改
善
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
お
手
本
と
な

り
、
ま
た
次
の
世
代
が
そ
れ
を
受
け

継
ぎ
、
私
た
ち
と
税
金

の
関
わ
り

を
、
よ
り
一
層
深
め
、
よ
り
よ
い
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
納
税
の
義
務
を
負
う

と
共
に
、
正
し
く
税
金
を
使
っ
て
い

く
と
い
う
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
に
税
に

つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
中
学
生
か

ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
中
学
校
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
同
校
三
年

味
間
千
尋
さ
ん
の
作
文
が
徳
島
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
森
川
友
美
さ
ん
と
芳
野

一
也
さ
ん
が
同
連
合
会
長
賞
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
方
の
作
文
を
今
回
か
ら
三
回
に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。

納
税
の
義
務
と

正
し
く
税
金
を
使
う
義
務

勝浦中学校３年

味 間 千 尋さん

平成12年中に給料、賃金などの給与等を支払った場合、支払者は金額の多寡

にかかわらず、必要事項を記入した「給与支払報告書」を１月31日までに
役場に提出しなければなりません。

これは、税法で支払者に対して義務づけられているもので、提出を怠ったり、

虚偽の記載をした場合は罰せられることになります。

支払者は、給与支払報告書を期日までに必ず役場税務課へ提出してください。

提出期限 1 31月 日

１

税
に
関
す
る
作
文



消費者からの依頼を受けたら廃
棄物を引き取り、その機器を製
造したメーカーに引き渡します。

・廃棄物を消費者の自宅などに
引き取りに行きます。
・あらかじめ引き取りに必要な
料金などを公表し、その金額
を消費者に請求します。

14

クリーン情報リサイクルで豊かな未来

家電リサイクル法 パートⅠ

「みなさん、家電リサイクル法が始まりますよ。」

「え、いつからかって？」

「今年４月からです。」
この法律は、「特定家庭用機器商品化法」っていう名称なんです。これは、消費者・小売業者・

製造業者みんなが協力して、家電製品のリサイクルに取り組もうというものです。資源の有効利用

と環境問題の改善を図ることを目的として施行されます。

みなさんの積極的なご協力をお願いします。

４月から
家電リサイクル法が
始まりますよ!

※リサイクル法対象機器は「エアコン」「テレビ」
「電気冷蔵庫」「電気洗濯機」の４つです。

処分する家電製品の引き渡し先は、
○処分する機器を過去に購入した小売店 ○買い換えの場合は、同種の製品を購入する小売店
上記以外の場合は、行政が引き受けるようになります。

その場合も運搬費用とリサイクル料金は必要で、リサイクル料金については、郵便局での振り込みになりそうです。

２月号にパートⅡを掲載します。

② リサイクル料金
（再商品化料金）

家電リサイクル法の仕組み

小売業者から廃棄物を引き取り、
新しい製品の原材料・部品や燃
料などにリサイクル。

・指定の引き取り場所で小売業
者から廃棄物を引き取ります。
・あらかじめ再商品化の料金を
公表し、その金額を小売業
者に請求します。②

製造業者

壊れて使えなくなったり、新し
いものに買い換える等の理由で
家電製品を処分。

・小売業者に引き取りを依頼し
ます。
・小売業者に対して必要な料金
を支払います。

①＋②を支払っていた
だきます。

消 費 者 小売業者

①

再
商
品
化
の
料
金

（
税
別
）

洗濯機 2，400円

テレビ 2，700円

エアコン 3，500円

冷蔵庫 4，600円

① 運搬費用

消費者から家電製品を引

き取り、製造業者の指定

する場所まで運搬する費

用。
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クリーン情報 家庭ゴミ 出す前に分別チェック

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え

て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

犬
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の

引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

一
月
十
日

一
月
二
十
四
日

１月
収集日 地 区 設 置 場 所

１

月

９

日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
三
月
曜
日
（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
四
月
曜
日
（22日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

五
月

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

１月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１
月
13
日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日
（16日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日
（23日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

五

火

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃
〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（火）
（土）

（水）

（水）
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人
生
と
学
び

図
書
館
長

松
浦
一
博

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
勝
浦
町

の
図
書
館
運
営
に
ご
指
導
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

近
年
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
的
課
題

の
一
つ
と
し
て
、
生
涯
学
習
の
必
要
性

が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
社
会
が
少
子

高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
、
環
境
問

題
、
科
学
技
術
の
進
展
な
ど
大
き
く
変

容
し
て
い
く
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
生

き
る
力
を
よ
り
高
め
、
自
ら
の
生
き
が

い
を
意
欲
的
に
切
り
ひ
ら
い
て
、
心
豊

か
な
人
生
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
ら
が
学
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
の
役
割
も
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

勝
浦
町
の
教
育
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本

年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

陶

芸

展

期
間

十
二
月
二
十
日
か
ら

一
月
十
四
日
ま
で

場
所

図
書
館
二
階

郷
土
資
料
展
示
室

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
恒

例
と
な
っ
て
い
る
陶
芸
展
が
昨

年
末
よ
り
図
書
館
二
階
郷
土
資

料
室
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
間
の
勉
強
の
成
果
で
あ
る

趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
は
ど
れ

を
と
っ
て
も
苦
労
の
跡
が
偲
ば

れ
る
素
晴
ら
し
い
力
作
ば
か
り

で
す
の
で
、
是
非
ご
鑑
賞
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行

事

陶

芸

展

十
二
月
二
十
日
か
ら
一
月
十
四
日

図
書
館
二
階
郷
土
資
料
室

勝
浦
町
芸
術
祭

一
月
十
三
日
か
ら
一
月
十
四
日

子
ど
も
映
画
会

一
月
六
日

午
後
二
時
か
ら

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

十
日
・
十
七
日
・
二
十
四
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し

ま
っ
て
い
る
時
は
、
返
却
本
は
玄

関
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

１ 月 休
館
日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

図
書
館
見
学
に
来
館

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
二
月
七

日
、
生
比
奈
小
学
校
二
年
生
、

三
十
二
名
が
路
線
バ
ス
の
利
用

と
図
書
館
利
用
方
法
を
社
会
勉

強
の
一
環
と
し
て
、
朝
早
く
か

ら
先
生
方
に
引
率
さ
れ
て
来
館

し
て
く
れ
ま
し
た
。

生
比
奈
小
二
年
生

久く
保ぼ
田た
裕ゆう
介すけ

図
書
館
に
い
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
っ
て
、
二
か
い
に

い
っ
た
ら
な
ん
か
い
ろ
い
ろ
な

名
前
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
本
を
か
り
た
ら
な
ん
か

気
分
が
か
わ
っ
て
な
ん
か
も
う

こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
た
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

図
書
館
の
人
、
あ
り
が
と
う
。

十
二
月
七
日
木
曜
日
の
思
い
出
。

生
比
奈
小
二
年
生

谷たに
添ぞえ
有ゆう
祐すけ

図
書
館
の
人
た
ち
い
ろ
い
ろ

な
物
を
を
見
せ
て
く
れ
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
本
が
三
万

さ
つ
も
あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ぼ
く
は
本
を
む
ち
ゅ

う
で
読
ん
で
い
た
ら
、
帰
る
時

間
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
を

借
り
て
バ
ス
に
の
っ
て
学
校
に

帰
り
ま
し
た
。
学
校
に
帰
っ
た

時
、
ま
た
行
き
た
い
な
あ
、
と

思
い
ま
し
た
。
図
書
館
の
人
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

図
書
館
だ
よ
り

（土）
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長
野
と
く
は
る

選

仏
心
と
鬼
心
が
腹
で
渦
を
巻
き

横
瀬

呑
口
精
一
郎

見
る
阿
呆
踊
る
あ
ほ
う
も
渦
と
な
る

横
瀬

桜
木
千
代

政
界
の
ど
こ
ま
で
続
く
黒
い
渦

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

我
慢
す
れ
ば
怒
り
が
胸
に
渦
を
ま
く

棚
野

島

つ
と
む

教
室
の
イ
ビ
キ
笑
い
の
渦
で
覚
め

棚
野

田
中
思
葦

若
い
娘
の
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

横
瀬

錦
内
常
一

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
流
れ
渦
中
の
人
と
な
る

生
名

岩
本
敏
子

〈
評
〉
昔
は
不
倫
な
ど
し
て
も
村
雀
の
噂
と

な
っ
て
ぱ
っ
と
話
が
広
が
っ
た
が
、
今

は
情
報
化
時
代
。
世
界
中
日
本
中
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
毎
日
茶
の
間
に
飛
び

込
ん
で
来
る
。
便
利
さ
と
、
怖
さ
が
同

居
す
る
時
代
と
言
え
る
。

た
め
ら
い
の
返
事
本
心
見
抜
か
れ
る

棚
野

内
谷
凡
石

た
め
ら
い
も
熟
慮
の
う
ち
と
苦
笑
い

横
瀬

前
田
好
月

た
め
ら
っ
て
い
る
間
に
夢
が
逃
げ
て
ゆ
く

横
瀬

日
下
美
里

あ
れ
こ
れ
と
た
め
ら
う
ば
か
り
は
か
ど
ら
ず

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

た
め
ら
え
ば
バ
ー
ゲ
ン
早
も
売
れ
て
い
る

久
国

美
馬
真
由

た
め
ら
い
も
な
く
ぬ
け
ぬ
け
と
嘘
を
い
う

棚
野

島

つ
と
む

あ
の
時
の
た
め
ら
い
運
の
別
れ
目
に

横
瀬

前
田
好
月

エ
ス
カ
ル
ゴ
た
め
ら
い
乍
ら
食
べ
て
見
る

横
瀬

呑
口
精
一
郎

プ
ラ
イ
ド
と
欲
の
間
で
躊
躇
す
る

棚
野

田
中
思
葦

た
め
ら
っ
た
ば
か
り
で
逃
が
す
青
い
鳥

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

た
め
ら
っ
た
ば
か
り
に
傷
が
深
く
な
り

立
川

前
田
千
恵

た
め
ら
い
つ
つ
押
す
実
印
の
朱
の
ね
ば
り

横
瀬

中
田
万
里

た
め
ら
わ
ず
六
十
路
の
顔
に
紅
を
引
く

久
国

美
馬
真
由

〈
評
〉
六
十
代
は
ま
だ
ま
だ
若
い
も
の
で
す
。

で
も
自
分
で
は
退
職
後
の
年
輪
を
数
え

て
い
る
年
代
で
も
あ
り
ま
す
。
鏡
は
ま

だ
貴
方
の
若
さ
を
認
め
て
く
れ
ま
し
た
。

自
信
を
も
っ
て
装
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
日
の
疲
れ
忘
れ
て
聞
く
演
歌

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

客
の
い
る
中うち
が
天
下
と
ね
だ
る
孫

立
川

堀

梅
子

夏
服
を
し
ま
わ
ぬ
内
に
厚
着
す
る

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

計
算
の
あ
わ
ぬ
棚
田
に
立
つ
案
山
子

立
川

堀

梅
子

迷
信
を
信
じ
た
く
な
る
時
も
あ
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

か
ら
び
た
る
軒
の
糸
瓜
の
蔓
ほ
ど
く

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
素
直
で
お
と
な
し
い

棚
野

殿
川
早
苗

お
洒
落
し
て
も
写
真
に
歳
を
当
て
ら
れ
る

横
瀬

日
下
美
里

さ
わ
や
か
な
笑
顔
に
似
合
う
金
メ
ダ
ル

棚
野

内
谷
凡
石

折
り
込
み
に
今
日
も
誘
わ
れ
空
財
布

横
瀬

錦
内
常
一

不
自
由
な
耳
が
誤
解
を
し
て
喜
劇

棚
野

殿
川
早
苗

日
短
か
思
い
出
せ
な
い
ま
ま
暮
れ
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

す
る
こ
と
を
溜
め
た
休
み
に
雨
が
降
る

中
山

倉
橋
加
辻

古
里
の
辻
の
地
蔵
も
実
る
秋
横
瀬

桜
木
千
代

控
え
目
に
し
て
と
女
房
が
つ
い
で
く
れ

中
山

倉
橋
加
辻

柿
熟
れ
て
幼
馴
染
み
の
友
を
恋
う

棚
野

穏
台

綾

手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
な
嘘
を
つ
く

立
川

前
田
千
恵

傷
口
に
触
れ
ず
無
口
な
温
い
風

生
名

岩
本
敏
子

避
け
合
う
て
笑
顔
う
れ
し
い
町
の
辻

棚
野

穏
台

綾

倹
約
の
癖
が
抜
け
な
い
老
い
二
人

中
山

山
下
ふ
さ
を

マ
ネ
キ
ン
の
誘
い
に
乗
れ
ぬ
不
況
風

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
ど
ん
な
に
内
需
拡
大
と
い
わ
れ
て
も
、

先
ゆ
き
の
不
安
が
あ
れ
ば
、
財
布
の
紐

は
堅
い
の
は
当
た
り
ま
え
「
マ
ネ
キ
ン

の
誘
い
」
と
い
う
発
想
は
、
時
代
感
覚

を
捉
え
て
妙
と
言
え
る
。

題

「
渦
」

題

「
た
め
ら
い
」

雑

詠

秀

句

秀

句

秀

句

次
回
作
品
募
集

一
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

二
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

か
つ
う
ら
柳
壇



18

暴力団に関する相談窓口
暴力団の要求に一度応じたら後々まで要求し

てくるようになり、解決も困難となります。社

会正義を守り暴力団の脅しや要求に屈せず、ま

た相手方の行為によって生じる危険や困難を救

うためには、

早期発見・早期診断
が最も有効です。

いずれの場合にも、早期に警察や暴力追放県

民センターに相談していただければ的確な対応

に努めます。

○小 松 島 警 察 署 （08853）2－0110

○生 比 奈 駐 在 所 （08854）2－3049

○横 瀬 駐 在 所 （08854）2－2049

○坂 本 駐 在 所 （08854）2－4018

○暴力追放ダイヤル （088）626－0110

○暴力追放県民センター （088）656－0110

夜
間
の
交
通
安
全
に

反
射
材
用
品
を
付
け
よ
う

暴力団が接近してきたら
夕方や夜間になると、車の運転者から歩行

者が見えにくくなります。運転者は当然十分

な注意が必要ですが、歩行者も運転者からよ

く見えるように配慮することが大切です。

明るい目立つ色（白色や黄色）の服を着る
昼間と夜間では服の色により見え方が違いま

す。白色や黄色は比較的夜間でも見えやすいの
ですが、昼間見えやすい赤色は夜間見えにくく、

緑色や紺色などの暗い色はほとんど見えません。

反射材用品を付ける
反射材は自ら光を出しませんが、当てられた

光を光源に向けて反射させます。反射材用品を

付けている人は、運転者から120ｍぐらい離れ
ていても見えます。

30ｍ 50ｍ 120ｍ

反射
材用
品を

付け
るとグ
ーン
と

目立
つ

○現場を離れず通報を
現場を離れて通報した場合、目標物が分からず、

場所の特定にかなりの時間を要しています。

○停止（車）して通話を
通話が切断されるだけでなく、交通法規上から

も停止（車）した状態で通話をしてください。

○大きな声で話しを
付近の雑音などの影響により、聞こえないこと

があります。

できるだけ大きな声で話をしてください。

○通報後、電源を切らない
110番通報後、警察官から通報者へ電話をかけ

る場合がありますが、電源が切られた場合、通話

ができません。

通話後、しばらくは電源を切らないでください。

落ち着いて

110番通報

してください

※ ご注意

道路交通法の一部改正で平成11年11月１日以降、
走行中の携帯電話使用やカーナビゲーション操作

が規制され、事故を起こすなどすれば、罰則も科

されますので、近くの「もしもしコーナー」など

に停車してから、110番通報をお願いいたします。

～携帯電話編～

携帯電話の普及にともない、自動車電話や移動電話からの通報が増加し、全体の50％

を占めております。

携帯電話からの通報は、現場から離れてしまうことが多いため、事件・事故発生場所の

特定に時間を要したり、話しの途中で通話が切れて充分に内容が聞き取れないため、警察

官の現場臨場に時間を要していますので、次のことに気をつけて110番通報してください。

携帯電話からの通報要領

携帯電話からの通報は現場から
1月10日は「110番の日」
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エ
ッ

と
お
ど
ろ
く
よ
う
な
新
聞
記

事
が
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
ま
す
。
暗
く

て
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
の
は
い
じ
め

に
よ
る
自
殺
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
い
じ
め
は
ど
う
し
て
お
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
い
じ
め
は
た
だ
弱
い

か
ら
い
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
原

因
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ

れ
で
も
い
じ
め
る
側
に
も
な
る
し
、
い

じ
め
ら
れ
る
側
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
と
同
じ
で
な
い
と
い
け
な
い
。

み
ん
な
と
ち
が
う
と
、
悪
口
、
い
た
ず

ら
、
無
視
を
す
る
な
ど
の
い
じ
め
が
続

い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
ど
ん

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
い
じ
め
ら
れ
た

人
は
、
た
え
ら
れ
な
く
な
り
、
大
切
な

命
を
自
ら
絶
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ

ん
な
事
が
あ
る
な
ん
て
、
本
当
に
ひ
ど

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

私
の
ク
ラ
ス
で
も
、
一
人
の
人
を
集

中
攻
げ
き
を
し
て
、
い
や
が
ら
せ
を
す

る
と
い
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
何
人
か

の
人
が
、
き
ら
い
な
人
や
、
そ
の
人
の

持
っ
て
い
る
物
に
さ
わ
る
と
、
さ
わ
っ

た
人
が
き
た
な
く
な
る
と
い
っ
て
、
他

の
人
に
つ
け
た
り
す
る
、「
の
ろ
い
つ
け
」

を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
の

ろ
い
つ
け
を
し
て
い
る
人
は
、
な
ん
だ

か
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
、
お
に
ご
っ
こ

の
よ
う
に
し
て
、
教
室
中
を
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
さ
れ
て
い
る

友
達
は
、
と
て
も
悲
し
い
思
い
を
し
て

い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
見
て
い
る
私
も
す
ご
く
い
や
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
私
も

ふ
く
め
、
ま
わ
り
で
見
て
い
た
人
達
も
、

知
っ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注

意
す
る
こ
と
も
、
止
め
る
こ
と
も
、
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
の
ど

こ
か
に
、
注
意
を
し
た
ら
何
か
言
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
今
度
は
、
私
達
が

い
や
が
ら
せ
を
う
け
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
気
が
つ
か
な
い

ふ
り
を
し
て
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に

し
て
お
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
い
や
が
ら
せ
を

う
け
て
い
た
友
達
は
、
先
生
に
相
談
し

て
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
話
し
合
い
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の

時
、
一
人
で
な
や
ま
な
い
で
、
先
生
に

話
す
こ
と
が
で
き
た
友
達
は
勇
気
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
時
は
、

み
ん
な
シ
ー
ン
と
し
ず
ま
り
か
え
っ
て
、

暗
い
ふ
ん
い
き
が
教
室
中
に
た
だ
よ
っ

て
い
ま
し
た
。
何
か
、
い
い
方
法
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が

で
て
、「
一
年
一
組
、
五
つ
の
ル
ー
ル
」

と
い
う
の
を
作
り
ま
し
た
。
人
の
物
を

勝
手
に
取
ら
な
い
、
暴
力
を
ふ
る
わ
な

い
、
仲
間
は
ず
れ
に
し
な
い
、
悪
口
を

言
わ
な
い
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い

の
五
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
一
年
一
組
の

人
が
絶
対
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
決
め
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま

で
、
い
や
が
ら
せ
を
し
て
い
た
人
達
は
、

こ
の
時
に
、
す
ご
く
反
省
し
た
よ
う
で

し
た
。
私
自
身
も
、
勇
気
が
な
く
、
注

意
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

す
ご
く
反
省
し
ま
し
た
。
つ
ら
い
悲
し

い
思
い
を
し
て
い
る
友
達
の
こ
と
を
考

え
た
ら
、
一
人
一
人
が
勇
気
を
出
し
て

注
意
し
て
、
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
一
人
一
人

の
勇
気
が
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
、
友

達
の
事
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
あ
げ

れ
ば
、
お
互
い
に
注
意
し
合
う
こ
と
も

で
き
た
と
思
う
し
、
ま
た
、
し
た
人
も

ま
ち
が
い
に
き
っ
と
気
づ
い
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
に
大
切
な
命
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
思
い
が
あ
っ
て
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
命
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
べ
て
の
人
に
等
し
く
与
え
ら
れ

た
権
利
な
の
で
す
。
こ
の
権
利
を
だ
れ

も
こ
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、

絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ
と

は
、
相
手
も
い
や
だ
と
感
じ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
年
一
組
、
五
つ
の
ル
ー
ル
」
は
、

一
年
一
組
だ
け
が
守
る
の
で
は
な
く
、

だ
れ
も
が
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー

ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

友
だ
ち
と
関
わ
れ
ば
、
楽
し
い
事
ば
か

り
で
は
な
い
し
、
お
互
い
に
傷
つ
け
合
っ

た
り
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
、
悲
し
い

事
、
苦
し
い
事
、
つ
ら
い
事
も
お
き
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
同

じ
人
間
な
の
だ
か
ら
、
わ
が
ま
ま
ば
か

り
言
っ
た
り
、
自
分
勝
手
な
行
動
ば
か

り
と
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
て
、
い

い
と
こ
ろ
を
認
め
合
い
、
相
手
の
気
持

ち
に
な
っ
て
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
だ
れ
も
が
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
も
っ
て
い
る
大
切
な

人
権
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
、
一
人
一

人
が
命
の
大
切
さ
や
心
の
い
た
み
を
考

え
、
ど
ん
な
時
に
も
、
ど
ん
な
人
に
も

や
さ
し
い
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
接

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

一人一人の大切さ
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国保でお医者さんにかかった時の自己負担額などが改正されます

平成 年
月 日から

ここくくほほがが変変わわりりまますす!!

高額療養費の
自己負担限度額の
改 正

① 自己負担額の上限に上位所得者（※）の区分が新設されます。

② 医療を多く受けた人にはその分に応じた加算がされるよう
になります。
※上位所得者とは……住民税算定の基礎となる総所得金額が700万円程度

以上の人です。

介
護
保
険
だ
よ
り

た
だ
し
、
表
の
②
及
び
③
に

該
当
す
る
方
の
負
担
額
は
、

従
来
と
変
更
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
表
の
軽
減
さ
れ
た
金
額

に
な
り
ま
す
。

○
食
事
の
負
担
額
は
、
平
均
的

な
家
計
に
お
け
る
食
費
の
状

況
を
勘
案
し
て
改
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○

今
回
の
改
定
は
、
老
人
保

健
制
度
や
医
療
保
険
制
度

に
お
け
る
入
院
時
の
食
事

の
負
担
額
の
改
定
に
併
せ

て
行
う
も
の
で
す
。

対
象
施
設

介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
型
医
療
施
設

お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

介
護
保
険
係

二
―
一
五
〇
二

区 分
標 準 負 担 額
改 定 前 改 定 後

① 一般被保険者（低所得者以外） 760円/日 780円/日

② 世帯全員が住民税非課税等 500円/日
500円/日
（変更なし）

③ 生活保護受給者住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者等 300円/日
300円/日
（変更なし）

介護保険施設の食事代

介
護
保
険
施
設
の

食
事
の
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

一
日
に
つ
き
…
…
七
八
〇
円

平成13年１月から

○高額療養費の算定方法は、これまでと同じです。

○高額療養費の申請には必ず診療費領収書（コピー可）が必要です。紛失しないようにご注意ください。

入院時の食事代の
自己負担額の
改 正
一般世帯

１日当たり

760円

１日当たり

780円

こうなります
今までは

上 位
所得者

一 般
世 帯

住 民
非課税世帯

３回目までは１年間に同じ月
に支払った医療費が63，600円
を越えた額が払い戻されます
医療費が318，000円を超えたときは、
超えた分の1％を加えます

４回目以降は37，200円

３回目までは１年間に同じ月
に支払った医療費が121，800円
を越えた額が払い戻されます
医療費が609，000円を超えたときは、
超えた分の1％を加えます

４回目以降は70，800円

３回目までは１年間に同じ月
に支払った医療費が35，400円
を越えた額が払い戻されます

４回目以降は24，600円
つまり今までと変わりません!

新設
されました



手続きは簡単です
○いちど手続きをすれば翌年度
からも自動的に継続されます。

手続きに必要なもの
○保険料の納付書 ○預金通帳
○通帳の届け出印

保険税の納付は便利な口座振替で!

“つい”“うっかり”納め忘れてしまわないために 保険税についての
お問い合わせは

勝浦町役場
税務課国保係
2－1503
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納め忘れはありませんか?

滞納はあ
なたも

みんなも困
ります。

納期限を過ぎると
○督促をうけたり、延滞金が加算されます。
○保険証の有効期間が短くなる場合があります。

（短期被保険証の交付）

納期限から
１年を過ぎると

○保険証を返してもらいます。
（医療費がいったん全額自己負担になります）。
※この場合保険証のかわりに「被保険者資格証明書」を交付します。
支払った医療費は、あとで国保から払い戻しがうけられます。

納期限から
１年６ヶ月を過ぎると

○国保の保険給付の全部または一部差し止められます。

それでもなお
納めないでいると

○差し止められた保険給付額から延滞分が差し引か

れます。
○財産差押えなどの処分をうけます。

国保では……

納期限から
１年を過ぎると

○介護サービスの利用料が、いったん全額利用者負

担になります。

納期限から
１年６ヶ月を過ぎると

○一時的に介護保険給付が差し止められます。なお

滞納が続く場合には、差し止められた介護保険給

付額から滞納分を控除することがあります。

介護保険料を滞納して
いた人が新たにサービス
を利用する場合

○介護保険料未納期間に応じて利用者負担が３割に
引き上げられたり、高額介護サービス費が受けら

れなくなります。

介護保険では……

介護保険
のスター
ト

により滞
納の措置
が

厳しくな
りました
。

災害など制令にもとづく特別な事情がないのに、保

険税を納めずにいて、納税相談などにも応じない場

合、未納期間に応じてやむをえず次のような措置が

とられます。

次のような場合は、
通常の扱いに戻ります。
○滞納した保険税を完納したとき

滞納額が著しく減少したとき

○特別な事項が認められたとき

納付が
困難な人は、
まず国保に
ご相談を

○災害などのやむを得ない事情

により保険税の納付が困難な

場合は、早めに担当窓口にご

相談ください。
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

５ 金 親 子 健 康 教 室 13:00～ 農村環境改善
セ ン タ ー

肥満傾向のある小学生と
保護者

10 水 健康相談・介護教室 13:30～15:30 久国 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

12 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成９年７月１日から10
月31日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

15 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 坂本 集 会所 幼児と保護者並びに家族

16 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 生名センター 一 般 住 民 健 康 手 帳

17 水 健 康 相 談 ９:30～11:00 棚野 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

18 木 成 人 歯 科 健 康 診 査 14:00～16:00 星谷 集 会所 40歳以上の住民（予約が必要）

19 金
母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 勝 浦 会 館 幼児と保護者並びに家族

健康相談・介護者教室 ９:30～11:30 沼江センター 一 般 住 民 健 康 手 帳

22 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 中角 集 会所 幼児と保護者並びに家族

23 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 中山 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

24 水 コレステロール教室 ９:30～14:00 山西 集 会所 コレステロール、中性脂
肪の高い人

健 康 手 帳

25 木
健 康 相 談 13:30～14:00

横瀬 集 会所
一 般 住 民 健 康 手 帳

成 人 歯 科 健 康 診 査 14:00～16:00 40歳以上の住民
（予約が必要）

26 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:40 農村環境改善

セ ン タ ー
平成12年４月１日から11
月30日までに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

29 月 健 康 相 談 ９:00～11:00 与 川 内
集落センター

一 般 住 民 健 康 手 帳

30 火 コレステロール教室 ９:30～14:00 石原 集 会所 コレステロール、中性脂肪の高い人 健 康 手 帳

１月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

お
薬
の
話

Ｑ

Ａ

病
気
が
治
っ
た
よ
う
な
の
で

Ｑ
病
院
の
薬
を
や
め
た
い
、減
ら
し
た
い

自
分
勝
手
な
判
断
は
危
険
で
す
。

Ａ
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

病
院
で
処
方
し
て
も
ら
っ
た
薬
を
飲
ん
で
い
る

う
ち
に
、
か
か
っ
て
い
た
病
気
の
自
覚
症
状
が
や

わ
ら
い
で
く
る
と
、
つ
い
自
己
判
断
で
薬
を
や
め

て
し
ま
い
た
く
な
る
も
の
で
す
。
実
際
に
高
圧
血

症
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
薬
な
ど
で
は
問
題
と
な

る
症
状
が
な
く
な
っ
た
の
で
服
用
を
や
め
て
し
ま
っ

た
と
い
う
方
の
話
も
聞
か
れ
ま
す
。
で
も
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
覚
症
状
が
な
く
な
っ
て
も
、

病
気
に
よ
っ
て
は
治
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

せ
っ
か
く
快
方
に
向
っ
て
い
た
病
気
が
ま
た
も
と

の
状
態
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
高
血
圧
や
胃
潰
瘍
、
糖
尿
病
の
薬
な

ど
の
多
く
は
、
急
に
服
用
を
中
止
し
た
り
す
る
と

危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
薬
は
、
一
定
量
を
き
ち
ん
と
飲
ん
で
初
め

て
効
果
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
半
分
の
量
だ
け
飲
め

ば
半
分
ぐ
ら
い
効
く
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、「
薬
を

や
め
て
も
よ
い
か
」
の
判
断
は
医
師
に
ゆ
だ
ね
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

影平孟土くん １歳

みんなの健康
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保 健 婦 だ よ り

本年度の予防接種は１月末で終了します
ＤＰＴ（百日咳・ジフテリア・破傷風三種

混合）、ＤＴ（ジフテリア、破傷風二種混合）、

麻しん、風しん予防接種の実施について、下

記のとおり実施しています。予防接種説明書、

予防接種ガイドブック等を確認の上、定期接

種の期間内に受けましょう。

○接種を受ける場合は、予約が必要です。接種を希望す

る町内医療機関へあらかじめお申し込みください。
○任意接種（定期接種の年齢以外の人や委託期間外に接

種した人）となった場合は、接種料金を直接、医療機

関の窓口へお支払いください。

※問い合わせは、役場福祉課保健婦へ（ ２－1502）

種 類 麻 し ん 風 し ん
百日咳・ジフテリア
破傷風三種混合

ジフテリア・破傷風
二 種 混 合

振振
動動
障障
害害
健健
康康
診診
断断

平
成
十
三
年
度

こ
の
健
診
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
お
こ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
に

行
う
も
の
で
す
。

県
（
健
康
増
進
課
）
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
の

予
定
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
一
月
九

日
ま
で
に
役
場
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（

二
―
一
五
〇
二
）

①
健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
…
平
成
十
三
年
一
月
か
ら
二
月
の
間

②
健
康
診
断
実
施
機
関
…
阿
南
保
健
所

③
対

象

者
…
左
表
に
掲
げ
た
振
動
工
具
を
使
用
す
る
人

④
手

数

料
…
一
人
一
回

二
、五
七
〇
円

⑤
そ

の

他
…
林
業
労
働
者
（
林
業
の
み
に
従
事
し

て
い
る
者
）
に
つ
い
て
は
、
林
業
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会
徳
島
支
部
か
ら
案
内
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
な
お
、
詳
し
く
日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
受
診
申
込
み
を

さ
れ
た
方
へ
通
知
し
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
振
動
業
務
の
範
囲
と
し
て
、
次
に
掲

げ
る
振
動
工
具
を
取
り
扱
う
業
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

①
さ
く
岩
機

②
チ
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

③
鋲

打

機

④
コ
ー
キ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑤
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー

⑥
ベ
ビ
ー
ハ
ン
マ
ー

⑦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

⑧
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑨
サ
ン
ド
ラ
ン
マ
ー

⑩
チ
ェ
ン
ソ
ー

⑪
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー

⑫
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

⑬
携
帯
用
木
材
皮
は
ぎ
機

⑭
携
帯
用
タ
イ
タ
ン
パ
ー

⑮
携
帯
用
研
削
盤

⑯
ス
イ
ン
グ
研
削
盤

⑰
卓
上
用
研
削
盤

⑱
床
上
用
研
削
盤

⑲
１
か
ら
１８
ま
で
に
掲
げ
る
振
動
工
具
と
類
似
の
振
動

を
身
体
局
所
に
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
工
具

病 状

麻しんウイルスの飛ま

つ感染によっておこる病

気で、発熱、発しんを主

症状とし合併症として気

管支炎や中耳炎、脳炎な

どをおこすことがありま

す。

風しんウイルスの飛まつ

感染によっておこる病気

でカゼ症状で始まり、発

しん、発熱後、頸部リン

パ節腫張などが主症状で

約３日くらいで治ります。

大人になってからかかると、

重症化することがあります。

百日咳、ジフテリアは飛

まつ感染でおこり、破傷

風は傷口から菌が体内へ

入りおこる病気で、重症

化することがあります。

ジフテリアは飛まつ感染

でおこり、破傷風は傷口

から菌が体内へ入りおこ

る病気で重症化すること

があります。

対 象 年 齢

（定期接種）
生後12～90月未満

生後12～90月未満

平成15年９月30日までの間

は昭和54年４月２日～昭和

62年10月１日までの間に生

まれた12～16歳未満の男女

１期初回…生後３～90月未満

１期追加…生後３～90月未満

１期初回接種３回終了後

12～18ヶ月の間に接種

11・12歳

（11歳で受けるのが望ましい）

百日咳、ジフテリア、破

傷風三種混合の２期とし

て１回接種

委 託 期 間 平 成 1 2 年 ９ 月 ～ 平 成 1 3 年 １ 月 末 日 ま で

料 金
2,000円

（医療機関窓口へ支払ってください。）
無 料 無 料 無 料

医 療 機 関 赤 岩 医 院 ・ 山 西 医 院 ・ 勝 浦 病 院

任意接種となった

場合の料金
６，０００円 ６，０００円 ５，５００円 ４，５００円



交通事故相談日
日 時 １月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2- 2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088- 621- 3200

※お気軽にご相談ください。

11
月
16
日
～
12
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
一
楽

北
島
孝
則

（
阿
南
市

湯
浅
由
紀

大
字
中
角
字
長
田

増
井
義
典

（
徳
島
市

藤
本
め
ぐ
み

大
字
生
名
字
北

太
田

豊

（
脇

町

藤
本

恵

大
字
棚
野
字
前
田

岡

秀
典

（
大
字
沼
江
字
一
楽

松
本
エ
リ
コ

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

梅
山
和
久

長
男

大
字
沼
江

）

字
山
田

洋
子

健けん

斗と

中
西
孝
昭

三
女

大
字
中
角

）

字
西
山

二
三
代

未み

咲さき

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
橋

奥
口
俊
子（
79
歳
）

大
字
沼
江
字
神
谷

竹
村
末
子（
92
歳
）

大
字
三
溪
字
橋

中
野
新
市（
91
歳
）

大
字
中
角
字
玉
の
木

見
サ
ツ
キ（
91
歳
）

大
字
生
名
字
山
の
神

桃
本
義
光（
84
歳
）

大
字
沼
江
字
神
谷

中
野
キ
ク
ヱ（
92
歳
）

大
字
三
溪
字
中
村

岡

マ
ス
ヱ（
78
歳
）

大
字
沼
江
字
平
間

田
中
ツ
子
ノ（
87
歳
）

大
字
三
溪
字
平
山

榊
原
實
雄（
87
歳
）

大
字
三
渓
字
平

勝
占
八
三
郎（
72
歳
）

大
字
棚
野
字
竹
国

太
良
尾

雄（
86
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
16
日
～
12
月
15
日

中
野

美
さ
ん
（
石
原
）

桃
本
朝
夫
さ
ん
（
生
名
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

24

戸

籍

の

窓

１月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月４日 赤 岩 医 院 ２－２００６

１月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月⑧日 上勝町診療所 ４－５０１０

１月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月12日 山 西 医 院 ２－３０２７

１月⑭日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月16日 湯 浅 医 院 ２－２００３

１月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月20日 赤 岩 医 院 ２－２００６

１月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月24日 上勝町診療所 ４－５０１０

１月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月 日 山 西 医 院 ２－３０２７

１月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 １月５日

１月12日

１月19日

１月26日

● 時間

午前10時～午後３時

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

１ 月

教室名 実 施 日 時 間
（各２時間）

踊 り
10 17 24

午後２:00～
水 水 水

歌 謡
15 22 29

午後７:30～
月 月 月

生け花
18

午後８:00～
木

大正琴
13 18 25 木曜日は午後１:00～

土曜日は午後６:30～土 木 木

習 字
５ 12 19 26

午後７:00～
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

１月 交流講座日程

※陶芸は今年度中（３月まで）休講します

総務課（夜間代表） 2－ 2 5 11 産 業振 興 課 2－ 15 05

議会 事 務局 2－ 2 5 13 建 設 課 2－ 15 06

住 民 課 2－ 1 5 01 教 育委 員 会（夜間）福祉センター 2－ 25 15

福 祉 課 2－ 1 5 02 図 書 館 2－ 23 00

税 務 課 2－ 1 5 03 森 林 組 合 2－ 15 12

同和 対 策課 2－ 1 5 04 社会福祉協議会 2－ 46 52

役場電話番号 各課等への直通電話に
ご協力お願いします

（木）

（金）

（金）

（金）

（金）




